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平 成 ２４ 年 ９ 月 定 例 会平 成 ２４ 年 ９ 月 定 例 会平 成 ２４ 年 ９ 月 定 例 会平 成 ２４ 年 ９ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２５日 ）代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２５日 ）代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２５日 ）代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２５日 ）

答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

１ 北海道新十津川町からの多大のご支援に対する深謝 【 要 望 】

と、親愛なるあつい交流の継続について

２ 知事の葛城山への登山について 【 要 望 】

（４４番） ３ 維新の会と関西広域連合の問題点について 知 事

川口 正志

(なら元気ク （１）維新の会が主張する地方交付税の廃止は、身勝手で大都

ラブ) 市自治体の都合だけしか考えていないと言わざるを得な

い。地方交付税の廃止など決して受け入れることはできな

い。また、「消費税の地方税化と地方間財政調整制度」と

いう主張についても、疑問を通り越した突飛な大都市中心

の政策である。地方自治体にとって非常に影響が大きい、

維新の会の、この主張について、知事の所見を伺いたい。

（２）奈良県が広域的な施策を推進するのに関西広域連合は不

要であり、関係府県との連携で充分に足りる。関西広域連

合が発足して１年９ヶ月が経過したが、知事の関西広域連

合への評価、及び「自立と分散で日本を変えるふるさと知

事ネットワーク」の展望などについて伺いたい。

４ 住宅問題となら建築住宅センターについて

（１）「奈良県住生活ビジョン」は良いビジョンであると評価 知 事

しているが、実効性が伴わないと意味がない。そこで、県

の住宅政策において継続的に担保され、県の取り組みとし

てしっかりと位置づけるため、例えば「奈良県住まいまち

づくり条例」を制定してはどうか。さらに、財源をしっか

りと確保するとともに実施計画及びスケジュールの策定を

急ぐべきと思うがどうか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（４４番） （２）財団法人なら建築住宅センターは県などの出捐で設立さ 知 事

川口 正志 れた財団法人である。県の予算で、税金で設立した団体が

(なら元気ク 得た利益は県民のものであり、この法人の基本的執行権は

ラブ) 県にある。この法人は、その設立目的や経営方針とは反対

方向に進んでいるように思うが、知事の所見を伺いたい。

（３）建築基準法が改正され、建築確認業務等が民間に移行し まちづくり

たことにより、県等の担当職員の質の低下が問題となって 推 進 局 長

いると聞く。建築基準適合判定資格者やその前提となる一

級建築士の有資格者育成に向け、例えば、実務経験を得る

ための研修の場として、なら建築住宅センター等の民間検

査機関を活用した、研修制度の整備が必要と考えるがどう

か。

５ 「虐待、いじめ、拉致等の犯罪」と教育について

（１）本県でも、田原本における「母親の子ども虐待」、桜井 教 育 長

における「いじめ」が発生し、悲しい衝撃が走った。これ 警察本部長

らの事件の原因や本質を如何にとらえ、今後のために如何

に活かそうとしているのか、教育長、警察本部長の所見を

伺いたい。

（２）中高一貫教育について、県内の公立学校では、隣接地域 教 育 長

において、中学校と高等学校が交流を行うという、連携型

の一貫教育はあるが、同じ敷地内での一貫教育はまだない

と聞いている。奈良県でもこのような中高一貫教育を推進

すべきと考えるがどうか。

（３）教育振興に尽力し、功績のあった教員には各種表彰制度 教 育 長

があり、また、管理職などのポストに登用する道もある。

しかし、管理職への道を求めず、文化・スポーツ活動に熱

心に取り組み、各種大会などで優秀な成績をあげている熱

血教師もいる。これら教員の功労に報いる制度は確立され

ているのか伺いたい。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（４４番） ６ 脱原発について 知 事

川口 正志

(なら元気ク 東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故によ

ラブ) り、原子力の安全神話は崩壊したと言える。ドイツなど国

際的にも脱原発の議論が湧き起こっている。原発に頼らざ

るを得ないという経済界の主張もあるが、なによりも「安

全・安心」が基本であるべき。原発に依存しなくても電力

エネルギーが安定的に供給できたことは、この夏の関西電

力管内のデータで実証されている。

この度、奈良県議会において、「脱原発議員連盟」が発

足した。知事にも賛同を求めたいと思うがどうか。また、

知事の積極的な新しいエネルギー源の開発にかかわる所見

について伺いたい。

１ 消費税増税について 知 事

消費税増税について、社会保障の充実の財源は必要だが、

これほど、国民の反対があり、負担増への不安がある中で、

財源は消費税しかないのか、知事の所見を伺 いたい。

（１８番）

山村 幸穂 ２ 介護保険について 知 事

(日本共産党)

（１）介護報酬改定により起こっているサービス削減から利用

者を守るため、市町村の行き過ぎたサービス制限の是正等

について、県として指導すべきと考えるがどうか。

（２）利用者が必要なサービスを利用できるよう、要介護度ご

との上限額を超える自己負担に対する給付や低所得者への

利用料軽減など、県独自の取組をすべきと考えるがどう

か。

（３）地域包括ケアの推進について、どんな課題があり、県と

してどのようにすすめようとしているのか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（１８番） ３ 再生可能エネルギーの推進について 知 事

山村 幸穂

(日本共産党) （１）原発依存を改め、再生可能エネルギーに転換していくこ

とは国民的課題であると考えるがどうか。

（２）再生可能エネルギーの推進について、県ではエネルギー

ビジョンの策定を進めているが、その検討の現状と課題に

ついて伺いたい。また、今後の推進にあたっては、意欲あ

る市町村や住民と協力して、モデル事業を行っていくこと

が重要と考えるがどうか。

４ 公契約条例について 知 事

公契約条例の制定に関し、公共事業の発注者として賃金支

払いの実態調査を実施したと聞いたが、どのような結果であ

ったのか。また、それを踏まえ、どのような対策を検討して

いるのか。

５ 奈良公園基本戦略と特区構想について 知 事

奈良公園の価値の中核的存在である文化財と自然と景観は

守るべきで、その佇まいを守りつつ、公園に求められる機能

やサービスを充足させるという知事の考えには大いに賛同す

るが、今回の特区構想は、その考えと矛盾すると考えるがど

うか。

また、今回の特区は多くの人々から意見を聞いて検討すべ

きで、性急に進めるべきでないと考えるがどうか。

６ いじめ問題について 教 育 長

（１）いじめや暴力を人権の問題としてとらえ、教職員が命と

人権を守ることを何よりも大切にしてどう指導するのかが

問われていると考えるがどうか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（１８番） （２）いじめや暴力行為等の生徒指導上の諸問題をなくすため

山村 幸穂 の学校への人的な具体的支援の現状と今後の考え方につい

(日本共産党) て伺いたい。

１ 県立医科大学を中心とした橿原市のまちづくりにつ 知 事

いて

（１）県立医科大学教育・研究部門の移転候補地となっている

県農業総合センターの円滑な移転について、どのような検

（１２番） 討をされているのか。

岡 史朗

(公明党) （２）県立医科大学を中心としたまちづくりにおいて、地元橿

原市とはどのような協議がなされてきたのか。また、まち

づくりの計画エリアについて、県はどのように考えている

のか。さらに、今後このプロジェクトをどのように進めて

いかれるのか、伺いたい。

（３）まちづくりを検討する上で、新駅の設置や小房交差点の

渋滞解消は重要な課題と考えるが、県はどのように取り組

もうとしているのか。

２ ドクターヘリの導入について 知 事

本県独自のドクターヘリを導入することについて、どのよ

うに考えているのか、伺いたい。

３ 基礎自治体のあり方について 知 事

地域を輝かせる基礎自治体のあり方について、知事はどの

ように考えているのか。また、その実現に向け、今後どのよ

うに取り組もうとされているのか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（１２番） ４ 紀伊半島大水害からの復旧・復興について 土 木 部 長

岡 史朗

(公明党) （１）大規模な斜面崩壊のあった天川村坪内地区の河川内工事

について、今後どのように取り組まれるのか。

（２）この度の水害で発生した膨大な堆積土砂の有効活用につ

いて、県はどのように考えているのか、伺いたい。

５ 防災・減災対策について

（１）全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）による住民へ 県 理 事 兼

の情報伝達の仕組みの概要はどのようなものか。さらに 危機管理監

は、この度の放送試験の不具合の原因はどのようなもので

あったのか。また、再発防止対策は十分とられているの

か、伺いたい。

（２）本県では、橋梁の長寿命化修繕計画を策定し、橋梁の予 知 事

防保全に取り組んでいるが、今回の３党合意に反映された

防災・減災対策をどのように活用できると考えているの

か。また、橋梁以外のコンクリート公共施設への取組は、

どのようなことが考えられるのか。

（３）本県の公立小中学校における天井材、照明器具等、いわ 教 育 長

ゆる非構造部材の耐震対策はどのような状況か。また、県

教委では今年度、県立学校に対して非構造部材の点検を指

示したと伺っているが、その点検結果はどうであったの

か。さらに、これらの結果を踏まえ、県として今後、非構

造部材の耐震対策にどのように取り組んでいくのか。

（４）地域の防災力の向上に向けては、避難所に指定された施 県 理 事 兼

設の管理者、地元住民、市町村、県が連携を図りながら、 危機管理監

避難所の運営マニュアル作りや避難訓練等を行っていくこ

とが重要であり、県としてもさらにテンポアップし、積極

的に取り組むべきだと考えるが、どうか。
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答弁を求める答弁を求める答弁を求める答弁を求める

質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者理 事 者理 事 者理 事 者

（１２番） ６ 保育施策の充実について

岡 史朗

(公明党) （１）県の指導監督基準を満たしている認可外保育所につい 知 事

て、優良な施設としての認証を与えるなどを検討すべきと

考えるがどうか。

（２）障害児保育に対する県の補助について、受入児童数の要 こども・女性

件を引き下げるとともに、補助対象に認可外保育所を含め 局 長

るなど、制度を拡充すべきと考えるがどうか。

７ 脱法ハーブ対策について 知 事

県民の安全確保の観点から、本県も条例化など、危険な薬

物を取り締まる手立てを検討するべきと考えるがどうか。

８ いじめ問題について 教 育 長

いじめの問題に対して、いじめを発見し対応する教員の能

力が求められているが、教員の資質向上について、どのよう

な取組をしているのか。


